
田町駅（JR 山手線／ JR京浜東北線）徒歩 8 分
三田駅（都営地下鉄浅草線／都営地下鉄三田線）徒歩 7 分

赤羽橋駅（都営地下鉄大江戸線）徒歩 8 分

※仏教文学会ホームページ（http://bukkyoubun.jp/）にも

掲載しております。

※より詳しい経路は以下のホームページをご参照下さい。

「慶應義塾大学 三田キャンパス アクセス」

（ https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html）

交通アクセス

キャンパスマップ（⑥が南校舎）



平
成
二
十
九
年
度

仏
教
文
学
会
六
月
例
会

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》
寺
社
縁
起
に
近
代
は
あ
っ
た
の
か
？

近
年
、
諸
地
域
の
寺
社
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
開
基
伝
承
・
高
僧
伝
説
な
ど
を
考
察
す
る
「
縁
起
学
」
の

研
究
が
、
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
学
術
領
域
を
横
断
し
つ
つ
、
お
も
に

中
世
・
近
世
を
対
象
に
、「
寺
院
施
設
・
仏
像
・
宝
物
・
絵
伝
・
縁
起
書
な
ど
」
の
宗
教
的
な
「
モ
ノ
」（
物

質
）
と
、
「
寺
社
伝
承
・
仏
教
説
話
・
高
僧
伝
記
な
ど
」
の
宗
教
的
な
「
コ
ト
」（
言
説
）
と
が
結
ば
れ
る

観
点
か
ら
の
考
察
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
視
座
を
明
治
以
降
の
「
近
代
」
に
向
け
る
な
ら
ば
、
生
活
文
化
の
変
化
や
、
産
業
社

会
へ
の
移
行
に
よ
り
、
諸
寺
が
有
す
る
宗
教
空
間
は
、
従
来
の
「
モ
ノ
」
と
「
コ
ト
」
の
関
係
性
を
し
だ

い
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
諸
地
域
の
宗
教
空
間
に
お
い
て
「
コ
ト
」
と
「
モ
ノ
」
の
関
係
が
揺

ら
ぎ
つ
つ
あ
る
時
代
に
、
そ
の
「
縁
起
性
」
は
な
お
も
変
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
本
質
を
有
し
て
き
た
の
か

を
議
論
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
明
治
以
降
の
〈
寺
社
縁
起
な
る
も
の
〉
が
「
近
代
」
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
有
す
る
の
か
否
か
を
問
う
の
で
は
な
く
、
旧
来
の
宗
教
空
間
が
、
近
代
の
場
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

（
鈴
木

堅
弘
）

＊

＊

＊

明
治
画
家
・
喜
田
華
堂
に
よ
る
「
妙
應
寺
縁
起
」
と
そ
の
後
の
展
開

鈴
木

堅
弘

―
絵
伝
・
宿
場
・
稲
荷
講
―

本
報
告
で
は
、
岐
阜
県
関
ヶ
原
町
妙
應
寺
（
曹
洞
宗
）
が
所
蔵
す
る
「
妙
應
大
姉
縁
起
図
絵
」
を
取
り

上
げ
る
。
同
寺
に
は
、
同
題
の
縁
起
絵
が
二
種
類
遺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
明
治
画
家
・

喜
田
華
堂
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
華
堂
は
、
尾
張
藩
御
用
絵
師
を
勤
め
、
尾
張
岸
派
の
祖
と

し
て
、
明
治
期
初
頭
に
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
あ
る
。
同
画
家
は
、
妙
應
寺
の
門
前
宿
で
あ
る
今
須
宿
の

出
身
か
ら
、
幕
末
期
（
文
久
年
間
）
に
自
ら
が
施
主
と
し
て
『
青
坂
山
妙
應
寺
縁
起
誌
』（
旧
来
縁
起
の
板

本
化
）
を
作
成
し
、
自
身
の
手
で
旧
来
の
縁
起
絵
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
絵
伝
を
新
た
に
描
い
た
。
本
発

表
で
は
、
明
治
画
家
が
つ
く
っ
た
縁
起
本
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
華
堂
が
新
時
代
に
む
け
て
旧
来
の
寺
社

縁
起
絵
を
模
倣
し
た
意
図
を
探
り
、
自
ら
の
生
誕
地
で
あ
る
寺
院
伝
承
に
何
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
か
を

考
え
て
み
た
い
。

ま
た
妙
應
寺
は
、
江
戸
期
に
は
今
須
宿
場
（
中
山
道
）
の
賑
わ
い
と
共
に
栄
え
た
が
、
明
治
期
に
入
り
、

東
海
道
線
の
鉄
道
敷
設
に
よ
っ
て
宿
場
が
衰
退
す
る
と
、
し
だ
い
に
寺
勢
を
衰
え
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
こ

で
同
寺
は
、
旧
来
の
寺
院
縁
起
に
、
今
須
稲
荷
な
る
「
い
な
り
伝
承
」
を
新
た
に
加
味
す
る
こ
と
で
、
稲

荷
講
の
巡
回
拠
点
と
し
、
新
し
い
信
仰
形
態
を
生
み
出
し
て
い
く
。
本
報
告
で
は
、
寺
院
縁
起
が
近
代
化

の
な
か
で
衰
退
的
に
扱
わ
れ
て
い
く
通
例
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
そ
の
伝
承
性
・
信
仰
性
を
積
極
的

に
拡
張
さ
せ
て
い
た
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。



法
然
伝
の
近
代

佐
谷

眞
木
人

法
然
の
伝
記
は
、
近
代
に
な
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
旧
来
の
も
の
が
版
行
さ
れ
続
け
る
が
、
明
治
時
代
末

頃
に
な
る
と
新
し
い
伝
記
が
現
れ
て
く
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
４
４
年
（
１
９
１
１
）
の

法
然
７
０
０
年
大
遠
忌
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
前
後
し
て
出
版
さ
れ
た
法
然
伝
の
中
に
は
特
色
の
あ
る
も

の
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
川
合
卍
翁
（
梁
定
、
木
葉
散
人
と
も
）
著
の
『
脚
本
法
然
上
人
』（
明
治
４

３
年
１
０
月
、
京
都
宗
粋
社
発
行
）
は
、
芝
居
仕
立
て
の
法
然
伝
で
あ
る
。
ま
た
、
堀
尾
昌
晃
著
の
『
法

然
上
人
御
一
代
記
法
話
』（
明
治
４
４
年
３
月
、
法
蔵
館
）
は
全
十
五
席
の
法
話
の
体
裁
を
と
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
に
先
立
つ
明
治
３
５
年
４
月
に
は
、
全
二
十
二
番
の
唱
歌
仕
立
て
の
法
然
伝
『
月
影
』（
井
上
徳
定

作
歌
、
小
出
雷
吉
作
曲
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
（
東
光
社
）。
如
上
の
近
代
法
然
伝
に
共
通
す
る
の
は
、
強

い
啓
蒙
の
意
図
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
従
来
の
法
然
伝
が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
難
く
な
っ
て
き
た
、

と
い
う
強
い
危
機
感
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

明
治
期
の
親
鸞
絵
伝
―
『
見
真
大
師
御
旧
跡
要
図
』
を
中
心
に
―

堤

邦
彦

近
世
後
期
か
ら
明
治
初
年
の
地
方
門
徒
圏
に
お
い
て
は
、
二
十
四
輩
巡
拝
の
盛
行
と
連
動
す
る
か
た
ち

で
肉
筆
掛
幅
形
式
の
絵
伝
が
陸
続
と
制
作
さ
れ
、
寺
坊
の
縁
起
や
在
地
伝
承
に
か
ら
め
た
絵
解
き
が
行
わ

れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
動
向
の
延
長
と
し
て
明
治
前
期
に
は
、「
見
真
大
師
」
号
を
書
名
に
冠
し
た
旧
跡
案
内
や
掛

幅
絵
伝
が
京
都
の
書
肆
お
よ
び
各
地
の
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
木
版
一
枚
刷
り
、
銅
活
字
本
、
写

真
集
形
式
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
明
治
版
宗
祖
伝
が
編
ま
れ
た
な
か
に
あ
っ
て
、
最
も
親
鸞
絵
伝
の

な
が
れ
を
継
承
し
た
の
は
、
小
野
周
文
画
、
鷹
津
冬
輝
編
の
『
見
真
大
師
御
旧
跡
要
図
』（
明
治
一
五
年
）

で
あ
ろ
う
。
一
幅
形
式
の
本
図
は
全
四
五
景
の
旧
跡
を
近
世
版
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
を
も
と
に
抄
出

し
た
内
容
で
あ
り
、
明
治
初
年
の
播
州
門
徒
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
京
、
北
陸
、
信
州
、
関
東
の
宗
祖
旧
路

案
内
図
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
本
図
の
特
色
と
し
て
、
一
部
に
原
拠
の
『
順
拝
図
会
』
に
不
載
の
説
話
画
を
挿
入
し
た
り
、

原
拠
が
あ
え
て
描
か
な
か
っ
た
宗
祖
そ
の
人
の
姿
を
図
中
に
登
場
さ
せ
て
縁
起
由
来
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
感
動
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
創
作
志
向
と
物
語
性
重
視
の
編
述
方
針
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。


